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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第44期
第３四半期
連結累計期間

第43期

会計期間
自平成30年１月１日
至平成30年９月30日

自平成29年１月１日
至平成29年12月31日

売上高 （千円） 6,497,492 7,546,838

経常利益 （千円） 610,324 445,530

親会社株主に帰属する

四半期（当期）純利益
（千円） 434,865 348,644

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 414,262 438,242

純資産額 （千円） 2,801,311 2,387,049

総資産額 （千円） 4,671,057 4,097,873

１株当たり四半期（当期）純利益

金額
（円） 106.58 85.45

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） － －

自己資本比率 （％） 59.97 58.25

 

回次
第44期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自平成30年７月１日
至平成30年９月30日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 22.04

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

４．当社は、平成30年６月14日開催の取締役会決議により、平成30年７月２日付で普通株式１株につき10株の割

合で株式分割を行っております。前連結会計年度の期首に当該株式分割が行われたと仮定し、１株当たり四

半期（当期）純利益金額を算定しております。

５．当社は、第43期第３四半期連結累計期間については四半期連結財務諸表を作成していないため、第43期第３

四半期連結累計期間に係る主要な経営指標等の推移については記載しておりません。
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２【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動は、次のとおりです。

 

＜組込みソフトウエア事業＞

平成30年３月16日付で、フランスにeSOL Europe S.A.S.（連結子会社）を設立したため、第１四半期連結会計期

間より連結の範囲に含めております。

 

＜センシングソリューション事業＞

主要な関係会社の異動はありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第３四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、又は、有価証券届出書に記載した事業等のリ

スクについての重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判

断したものであります。なお、当社は、前第３四半期連結累計期間については四半期連結財務諸表を作成していない

ため、前年同四半期連結累計期間との比較分析は行っておりません。

 

(1）業績の状況

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、企業収益や雇用情勢、個人消費に改善の動きが見られ、景気

は緩やかな回復が続きましたが、米国の政策運営や世界的な保護主義の台頭による先行き不透明感により、海外経

済は不確実性が高まっております。

当社グループの組込みソフトウエア事業がターゲットとして注力している自動車市場では、車載エレクトロニク

ス技術がますます高度化し、常時インターネットに接続し多数のセンサを搭載した「コネクテッドカー（つながる

車）」や自動運転に注目が集まっております。また、自動車や医療分野を中心に、安全技術への需要が高まってお

り、機能安全規格の認証取得が求められる傾向にあります。そのような中、欧州地区における同事業の展開をはか

るため、平成30年３月、フランスに子会社、eSOL Europe S.A.S.を設立しました。

センシングソリューション事業がメインターゲットの１つとしている食肉市場では、食肉相場の変動や原材料価

格の上昇など、企業収益に不安定な要素があります。

このような環境の中、当社グループは自動車関連業界をメインターゲットと位置づけ、ワンストップソリュー

ションの提供に注力するとともに、研究開発への投資を引き続き行ってまいりました。食肉市場並びに倉庫・物流

業界に対しては、指定伝票発行用車載プリンタ（以下「車載プリンタ」）並びにハンディターミナルの拡販を進め

ました。

この結果、当第３四半期連結累計期間の業績は、売上高6,497百万円、営業利益599百万円、経常利益610百万

円、親会社株主に帰属する四半期純利益434百万円となりました。

 

各セグメントの業績は次のとおりであります。

（組込みソフトウエア事業）

当事業は、幅広い分野における電子機器向けの自社製ソフトウエア製品RTOS（リアルタイム・オペレーティン

グ・システム）の開発・販売、受託開発を主に行っており、自動車向け、AV機器向け、FA向けが伸張しました。そ

の結果、売上高5,885百万円及びセグメント利益618百万円となりました。

また、当セグメントの売上高の内訳としては、ソフトウエア製商品は1,323百万円、エンジニアリングサービス

等は4,562百万円となっております。

 

（センシングソリューション事業）

当事業は、冷菓・冷凍食品市場、食肉市場及び物流市場において、車載プリンタやハンディターミナルの販売を

進め、また、新たなセンサネットワーク関連ビジネスを進めましたが、一部に不採算案件が発生しました。その結

果、売上高603百万円及びセグメント損失29百万円となりました。

 

(2）財政状態の分析

（資産）

当第３四半期連結会計期間末における流動資産は4,017百万円となり、前連結会計年度末に比べて553百万円増加

いたしました。これは主に現金及び預金が408百万円、受取手形及び売掛金が56百万円、その他の流動資産が31百

万円それぞれ増加したことによるものであります。固定資産は653百万円となり、前連結会計年度末に比べて19百

万円増加いたしました。これは主に有形固定資産が15百万円、投資その他の資産が５百万円それぞれ増加したこと

によるものであります。

この結果、総資産は、4,671百万円となり、前連結会計年度末に比べて573百万円増加いたしました。
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（負債）

当第３四半期連結会計期間末における流動負債は1,601百万円となり、前連結会計年度末に比べて157百万円増加

いたしました。これは主に未払法人税等が50百万円、賞与引当金が268百万円それぞれ増加した一方、短期借入金

が75百万円、その他の流動負債が123百万円それぞれ減少したことによるものであります。固定負債は268百万円と

なり、前連結会計年度末に比べて０百万円増加いたしました。これは主に役員退職慰労引当金が７百万円、その他

の固定負債が６百万円それぞれ増加した一方、持分法適用に伴う負債が10百万円減少したことによるものでありま

す。

この結果、負債合計は、1,869百万円となり、前連結会計年度末に比べて158百万円増加いたしました。

（純資産）

当第３四半期連結会計期間末における純資産合計は2,801百万円となり、前連結会計年度末に比べて414百万円増

加いたしました。これは主に利益剰余金が434百万円増加した一方、その他有価証券評価差額金が20百万円減少し

たことによるものであります。

 

(3）経営方針・経営戦略等

当第３四半期連結累計期間において、当社グループが定めている経営方針・経営戦略等について重要な変更はあ

りません。

 

(4）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

(5）研究開発活動

当第３四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、233百万円であります。なお、当第

３四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 17,440,000

計 17,440,000

 

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成30年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成30年11月14日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 4,360,000 5,365,200
東京証券取引所

（マザーズ）

単元株式数

100株

計 4,360,000 5,365,200 － －

（注）当社は、平成30年10月12日に東京証券取引所マザーズ市場へ上場し、平成30年10月11日を払込期日とする公募によ

り株式850,000株を発行し、平成30年11月12日を払込期日とする第三者割当により株式155,200株を発行しておりま

す。

 

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額
（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成30年７月２日

（注）１
3,924,000 4,360,000 － 265,000 － 165,275

（注）１．株式分割（１：10）により発行済株式総数は3,924,000株増加しております。

２．平成30年10月11日を払込期日とする公募及び平成30年11月12日を払込期日とする第三者割当により株式を発行

したことにより、発行済株式総数が1,005,200株、資本金及び資本準備金がそれぞれ776,818千円増加しており

ます。

 

（６）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できていないた

め、記載することができないことから、直前の基準日（平成30年７月２日）に基づく株主名簿による記載をして

おります。

 

①【発行済株式】

平成30年９月30日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

普通株式 　279,800
－

権利内容に何ら限定のない

当社における標準となる株

式であります。なお、単元

株式数は100株でありま

す。

完全議決権株式（その他） 普通株式 4,073,900 40,739 同上

単元未満株式 普通株式    6,300 － －

発行済株式総数 4,360,000 － －

総株主の議決権 － 40,739 －

（注）平成30年６月14日開催の取締役会決議により、平成30年７月２日付で普通株式１株につき10株の割合で株式分割

を行うとともに、平成30年７月２日開催の臨時株主総会決議により、平成30年７月２日付で１単元を100株とする

単元株制度を採用しております。

 

②【自己株式等】

平成30年９月30日現在
 

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

イーソル株式会社
東京都中野区本町

一丁目32番２号
279,800 － 279,800 6.42

計 － 279,800 － 279,800 6.42

（注）平成30年６月14日開催の取締役会決議により、平成30年７月２日付で普通株式１株につき10株の割合で株式分割を

行っております。

 

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

　なお、当四半期報告書は、第３四半期に係る最初に提出する四半期報告書であるため、前年同四半期との対比は

行っておりません。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（平成30年７月１日から平

成30年９月30日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成30年１月１日から平成30年９月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、EY新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。

　なお、新日本有限責任監査法人は、平成30年７月１日付をもって名称をEY新日本有限責任監査法人に変更しており

ます。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(平成29年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成30年９月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,638,723 2,046,889

受取手形及び売掛金 ※１ 1,319,354 ※１ 1,375,368

商品及び製品 115,525 142,351

仕掛品 ※２ 155,131 ※２ 186,625

その他 235,063 266,514

流動資産合計 3,463,797 4,017,748

固定資産   

有形固定資産 105,963 121,926

無形固定資産 70,295 68,559

投資その他の資産 457,817 462,822

固定資産合計 634,075 653,308

資産合計 4,097,873 4,671,057

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 ※１ 470,055 ※１ 497,598

短期借入金 ※３ 120,000 ※３ 45,000

未払法人税等 120,439 171,090

賞与引当金 40,687 308,997

受注損失引当金 ※２ 5,737 ※２ 15,471

その他 686,597 563,335

流動負債合計 1,443,516 1,601,493

固定負債   

役員退職慰労引当金 88,494 95,769

資産除去債務 32,915 31,211

持分法適用に伴う負債 102,439 91,732

その他 43,458 49,539

固定負債合計 267,307 268,252

負債合計 1,710,824 1,869,746
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(平成29年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成30年９月30日)

純資産の部   

株主資本   

資本金 265,000 265,000

資本剰余金 165,275 165,275

利益剰余金 1,894,485 2,329,351

自己株式 △84,993 △84,993

株主資本合計 2,239,766 2,674,632

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 147,282 126,649

繰延ヘッジ損益 － △13

為替換算調整勘定 － 43

その他の包括利益累計額合計 147,282 126,678

純資産合計 2,387,049 2,801,311

負債純資産合計 4,097,873 4,671,057
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

 （単位：千円）

 
 当第３四半期連結累計期間
(自　平成30年１月１日
　至　平成30年９月30日)

売上高 6,497,492

売上原価 4,575,471

売上総利益 1,922,020

販売費及び一般管理費 1,322,307

営業利益 599,712

営業外収益  

受取利息 52

受取配当金 4,023

助成金収入 5,000

その他 4,574

営業外収益合計 13,650

営業外費用  

支払利息 793

株式交付費 203

株式公開費用 2,000

その他 41

営業外費用合計 3,038

経常利益 610,324

特別損失  

固定資産除却損 274

特別損失合計 274

税金等調整前四半期純利益 610,050

法人税、住民税及び事業税 234,502

法人税等調整額 △59,318

法人税等合計 175,184

四半期純利益 434,865

親会社株主に帰属する四半期純利益 434,865
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

 （単位：千円）

 
 当第３四半期連結累計期間
(自　平成30年１月１日
　至　平成30年９月30日)

四半期純利益 434,865

その他の包括利益  

その他有価証券評価差額金 △20,633

繰延ヘッジ損益 △13

為替換算調整勘定 43

その他の包括利益合計 △20,603

四半期包括利益 414,262

（内訳）  

親会社株主に係る四半期包括利益 414,262
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【注記事項】

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更）

連結の範囲の重要な変更

　第１四半期連結会計期間よりeSOL Europe S.A.S.を新たに設立したため、連結の範囲に含めております。

 

（四半期連結貸借対照表関係）

※１　四半期連結会計期間末日満期手形及び電子記録債権債務

四半期連結会計期間末日満期手形及び電子記録債権債務の会計処理については、手形交換日又は決済日を

もって決済処理しております。なお、当第３四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四

半期連結会計期間末日満期手形及び電子記録債権債務が四半期連結会計期間末残高に含まれております。

 
前連結会計年度

（平成29年12月31日）
当第３四半期連結会計期間
（平成30年９月30日）

受取手形 2,159千円 4,293千円

電子記録債権 － 576

支払手形 29,366 8,565

電子記録債務 3,439 27,594

 

※２　損失が見込まれる受注契約に係るたな卸資産は、これに対応する受注損失引当金と相殺表示しておりま

す。相殺表示したたな卸資産に対応する受注損失引当金の額は次のとおりであります。

 
前連結会計年度

（平成29年12月31日）
当第３四半期連結会計期間
（平成30年９月30日）

仕掛品に係るもの 4,153千円 9,415千円

 

※３　当社においては、運転資金の安定的かつ効率的な調達を行うため、取引銀行３行と当座貸越契約を締結し

ております。この契約に基づく前連結会計年度末及び当第３四半期連結会計期間末における当座貸越契約に

係る借入未実行残高は次のとおりであります。

 
前連結会計年度

（平成29年12月31日）
当第３四半期連結会計期間
（平成30年９月30日）

当座貸越極度額の総額 300,000千円 300,000千円

借入実行残高 90,000 45,000

差引額 210,000 255,000

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四

半期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却額

は、次のとおりであります。

 
当第３四半期連結累計期間
（自　平成30年１月１日
至　平成30年９月30日）

減価償却費 46,222千円

のれんの償却額 4,208
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（株主資本等関係）

当第３四半期連結累計期間（自　平成30年１月１日　至　平成30年９月30日）

１．配当金支払額

該当事項はありません。

 

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間

の末日後となるもの

該当事項はありません。

 

３．株主資本の金額の著しい変動

該当事項はありません。

 

EDINET提出書類

イーソル株式会社(E34321)

四半期報告書

14/19



（セグメント情報等）

【セグメント情報】

当第３四半期連結累計期間（自　平成30年１月１日　至　平成30年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

   （単位：千円）

 報告セグメント
合計

 
組込みソフト
ウエア事業

センシングソリューショ
ン事業

売上高    

外部顧客への売上高 5,883,259 603,525 6,486,785

セグメント間の内部売上高

又は振替高
2,265 - 2,265

計 5,885,525 603,525 6,489,050

セグメント利益又は損失（△） 618,735 △29,729 589,005

 

２．報告セグメント合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容（差異調整に関す

る事項）

（単位：千円）
 

売上高 金額

報告セグメント計 6,489,050

セグメント間取引消去 △2,265

未実現利益の調整額 10,707

四半期連結損益計算書の売上高 6,497,492

 

（単位：千円）
 

利益 金額

報告セグメント計 589,005

未実現利益の調整額 10,707

四半期連結損益計算書の営業利益 599,712

 

（１株当たり情報）

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
当第３四半期連結累計期間
（自　平成30年１月１日
至　平成30年９月30日）

１株当たり四半期純利益金額 106円58銭

（算定上の基礎）  

親会社株主に帰属する四半期純利益金額（千円） 434,865

普通株主に帰属しない金額（千円） －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純利

益金額（千円）
434,865

普通株式の期中平均株式数（株） 4,080,180

（注）１．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。

２．当社は、平成30年７月２日付で普通株式１株につき10株の割合で株式分割を行っております。期首に

当該株式分割が行われたと仮定して１株当たり四半期純利益金額を算定しております。
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（重要な後発事象）

（公募による新株の発行）

当社は、平成30年10月12日に東京証券取引所マザーズ市場へ上場致しました。上場に当たり、平成30年９月

６日及び平成30年９月21日開催の取締役会において、以下のとおり新株式の発行を決議し、平成30年10月11日

に払込が完了致しました。

この結果、資本金は921,880千円、発行済株式総数は5,210,000株となっております。

 

１．公募による新株の発行

(1)募集方法　一般募集（ブックビルディング方式による募集）

(2)発行する株式の種類及び数　普通株式850,000株

(3)発行価格　１株につき1,680円

(4)引受価額　１株につき1,545.60円

この金額は、当社が引受人より１株当たりの払込金として受け取った金額であります。

なお、発行価格と引受価額の差額は、引受人の手取金となります。

(5)資本組入額　１株につき772.80円

(6)発行価格の総額　1,428,000千円

(7)引受価額の総額　1,313,760千円

(8)資本組入額の総額　656,880千円

(9)払込期日　平成30年10月11日

 

２．資金の使途

運転資金（研究開発費、人材採用費等）及び設備資金（敷金等の設備投資を含む）に充当する予定であり

ます。

 

（第三者割当による新株の発行）

当社は、平成30年９月６日及び平成30年９月21日開催の取締役会において、野村證券株式会社が行うオー

バーアロットメントによる当社株式の売出し（貸株人から借入れる当社普通株式155,200株の売出し）に関連

して、同社を割当先とする第三者割当による新株式の発行を決議し、平成30年11月12日に払込が完了致しまし

た。

この結果、資本金は1,041,818千円、発行済株式総数は5,365,200株となっております。

 

１．第三者割当による新株の発行

(1)発行する株式の種類及び数　普通株式155,200株

(2)割当価格　１株につき1,545.60円

(3)資本組入額　１株につき772.80円

(4)割当価格の総額　239,877千円

(5)資本組入額の総額　119,938千円

(6)払込期日　平成30年11月12日

(7)割当先　野村證券株式会社

 

２．資金の使途

上記「公募による新株の発行　２．資金の使途」と同様であります。

 

 

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成30年11月14日

イーソル株式会社

取締役会　御中

 

EY新日本有限責任監査法人

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 鈴木　一宏　　印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 南山　智昭　　印

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているイーソル株式会

社の平成30年１月１日から平成30年12月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間(平成30年７月１日から平成

30年９月30日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成30年１月１日から平成30年９月30日まで)に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レ

ビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、イーソル株式会社及び連結子会社の平成30年９月30日現在の財政状態

及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要

な点において認められなかった。

 

強調事項

重要な後発事象に記載されているとおり、会社は平成30年9月6日及び平成30年9月21日開催の取締役会において、公募

による新株式の発行を決議し、平成30年10月11日に払込が完了している。また会社は平成30年9月6日及び平成30年9月21

日開催の取締役会において、オーバーアロットメントによる株式の売出しに関連して第三者割当増資による新株式の発行

を決議し、平成30年11月12日に払込が完了している。

当該事項は、当監査法人の結論に影響を及ぼすものではない。
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利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以 上

 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

       ２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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